
違
う
と
外
来
者
は
言
つ
て
い
る
が
、
冬
期
、
海
岸
地
方
が
雨
天
の
際
、
本
町
で
は
小
雪
を
ま
じ
え
る
こ
と
が
あ
る
。
台
風
の
襲
 
 

来
は
日
本
の
年
中
行
事
で
あ
る
が
、
そ
の
被
害
ほ
江
戸
時
代
に
ほ
度
々
記
録
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
最
近
ほ
少
い
。
い
ず
 
 
 

も
バ
ス
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
る
。
 
 
 

芸
南
山
嶽
の
中
央
部
に
侵
す
る
熊
 
 

野
町
は
、
海
抜
約
二
百
五
十
米
の
盆
 
 

地
帯
で
、
周
囲
に
わ
れ
，
′
1
－
が
幼
少
 
 

の
暗
か
ら
床
し
が
つ
て
い
た
古
城
址
 
 

の
あ
る
城
山
（
五
九
三
米
）
や
登
岐
 
 

城
山
（
四
一
八
、
八
米
）
そ
の
外
堂
 
 

所
山
（
六
八
〇
米
）
竜
王
山
ハ
四
二
三
 
 

米
）
石
岳
山
（
五
五
〇
、
二
米
）
金
 
 

燈
寵
山
（
五
三
二
、
三
米
）
 
が
め
ぐ
 
 

っ
て
い
る
。
地
形
は
大
体
南
北
に
長
 
 

く
約
八
千
四
首
米
、
東
西
約
五
千
四
 
 

首
米
、
城
山
と
土
岐
城
山
を
結
ぶ
低
 
 

一
、
わ
 
が
 
郷
 
土
 
 
 

撃
と
い
え
ば
熊
野
を
思
い
、
熊
野
と
い
え
ば
筆
を
想
う
筆
の
都
熊
野
町
ほ
、
広
島
市
の
東
二
十
粁
、
呉
市
の
北
十
二
軒
の
地
 
 

点
に
あ
る
。
町
の
中
央
部
を
走
る
県
道
ほ
、
東
北
熊
野
跡
村
を
経
て
瀬
野
川
町
に
通
じ
、
西
は
矢
野
峠
を
経
て
矢
野
町
に
遷
し
 
 

て
い
る
。
ま
た
こ
の
県
道
は
毛
筆
事
業
協
同
組
合
の
北
東
約
盲
米
附
近
（
馬
橋
）
か
ら
南
に
分
れ
呉
市
に
通
じ
て
お
り
、
い
づ
れ
 
 

土岐城から熊野全景を望む  

右に山梵を見せているのが城山で、中央やゝ左に寄  
ったところの長い建物が熊野第一小学校。  

地
帯
に
は
、
そ
の
昔
鶴
が
来
り
遊
ぶ
 
 

と
言
い
伝
え
ら
れ
た
鶴
が
沢
の
あ
る
 
 

の
も
趣
深
い
。
呉
市
に
落
ち
る
二
河
 
 

川
と
海
田
町
に
通
ず
る
瀬
野
川
も
共
 
 

に
そ
の
源
を
こ
1
に
発
し
て
い
る
 
 

石
岳
山
の
東
隣
掘
登
岐
の
松
林
地
帯
 
 

を
源
と
す
る
泉
川
は
呉
市
郷
原
町
を
 
 

経
て
同
じ
く
呉
市
の
広
大
川
に
合
流
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

気
候
ほ
瀬
戸
内
海
性
の
気
候
を
呈
 
 

し
良
好
で
あ
る
。
気
温
は
広
島
や
呉
 
 

等
の
海
岸
都
市
に
比
べ
れ
ば
一
、
二
 
 

度
ほ
低
い
で
あ
ろ
う
。
着
物
一
枚
ほ
 
 （1）  



れ
に
し
て
も
海
岸
地
方
と
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
 
 

雷
町
は
、
大
正
七
年
町
制
を
施
行
し
、
本
庄
村
（
翼
市
）
の
平
谷
、
川
角
を
昭
和
六
年
芸
併
し
て
現
在
笈
ん
で
い
 
 

る
。
村
の
代
書
ほ
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
庄
屋
に
か
わ
っ
て
戸
長
と
な
り
、
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
戸
長
制
空
初
代
 
村
長
と
し
て
貰
保
次
郎
が
就
任
し
た
。
以
↑
村
（
町
）
の
首
長
と
主
な
行
政
的
事
項
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

（
八
二
ハ
）
 
熊
野
の
名
称
に
つ
い
て
ほ
広
島
県
史
に
「
姓
氏
録
に
熊
野
連
あ
り
、
薫
其
裔
の
居
所
な
り
、
熊
野
村
に
熊
野
社
あ
り
、
其
祖
 
 

神
な
る
ぺ
し
」
と
あ
り
、
熊
野
の
沿
革
に
つ
い
て
も
窺
え
る
が
、
芸
薄
遇
志
に
は
「
此
村
の
名
ほ
、
村
内
に
熊
野
社
を
置
く
、
 
 

故
に
名
づ
く
か
と
思
へ
れ
ど
、
中
古
は
橋
賀
村
と
も
呼
び
ぬ
。
は
し
か
は
端
辺
の
意
に
て
、
郡
の
端
に
居
る
義
に
ょ
る
に
や
、
 
 

さ
れ
ば
く
ま
の
も
、
本
ほ
隈
の
義
、
後
村
名
に
ょ
り
て
▲
、
熊
野
社
を
勧
請
せ
し
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
橋
賀
村
の
名
 
 

を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
史
料
を
ま
だ
見
て
い
な
い
。
本
町
に
あ
る
熊
野
本
官
社
ほ
平
安
末
期
の
黄
和
元
年
（
一
－
 
 
 

＼＋  十1  九L  入1七    六   玉     四  

ノγ  〃1  ・グ  十    〃   〃     〝    一ケ    ク   町 長   

上  城  井   阿   

寿   
臣   

〃  一リ  摺  大  
一ケ     和  iE  

十  十  
五  
年 日  
青   月   

立 

六兼○ －；：■デ  杢 員   
○   
裏≧   置  
第董  蟄  

学 校 移  
（⊃ 公  

転  ．〈ゝ＿ コ：ミ  熊闘  
営  改  関  野野○  
住  築  偲  
宅   （⊃  

野  ○  
琵  土  隼  
脚  
五 戸  亀 改  ま 田  
神  良  り  社  始  

○  開  
塾  

中  せ る  
学  
校   

軍 業  
O Oj 

増  る  
鞍   学  

成  
○誓  

開  
校  

公 常○  
併  

（望  
1  

欝設完 空○宅 会追韮  

入＼   七l  六l  五l  四      副  

代   

名  

′ケ  〝  一ケ    ク  〝  〃  〃1  ク  〝1  村 長  戸 長  

称   

世  
良  

日   日   其  
保 次  

滞   
名  

八  
年 十’  五  任   

〝 四   月  一ツ 匹】 年 月  団 年 月   L 〝 団 年 月  〃 日  年 七 月  ク 萱l  一ツ 芋 日 月  －ケ 十 年  月  一ケ 寺 六 年 五 月  一ケ 日 年 六 月  〃〝〝設 十七六五 毎年年年 六≡八 月月月  就  

○  ○  00  

県  町  
謎 ヽ学鞄  

道 熊  有 山  し明校粗   

野 神  林 保  倉卒  
の  は頃 ま  

峠  及  竺  上  記で  
望  のは  

フロ 成   教 育 基  

山  

岩垂  ぴ  曹   
人制  

本   歩 宛 貸  
副が   l  

埜   一旨  戸詑  l   

凶 （責  殖  長々 と変  
魔  しり てヽ  

○  
熊   

林 ；撞 励  

を
他
町
村
に
求
め
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
こ
う
 
 

政
治
を
担
当
し
て
い
る
。
 
 

野
青
年
団
、
在
郷
軍
人
熊
野
分
会
発
足
 
 

（
佐
々
木
亮
）
○
熊
野
小
学
杵
柄
山
神
社
境
内
 
 
 

し 二1  



八
一
）
紀
州
か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
村
名
に
ょ
っ
て
熊
野
社
を
勧
請
し
た
と
す
れ
ば
、
熊
野
の
名
は
更
に
遡
ら
な
 
か
Y
み
り
 
 

く
て
は
な
ら
な
い
◇
し
か
し
和
名
抄
（
九
二
三
⊇
九
三
〇
）
に
出
て
い
る
郷
名
ほ
当
時
の
安
芸
郡
で
ほ
漢
糟
（
可
部
）
弥
理
（
三
 
 
か
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら
 
 
あ
き
 
 
・
曹
 
 
 
 
ヤ
の
 
 
 
あ
宣
 
 
 
 
告
ヤ
 
 
だ
 
入
）
河
内
（
小
河
内
）
田
戸
（
三
川
）
幡
良
（
？
）
安
芸
（
府
中
）
船
木
（
荘
山
田
）
養
隈
（
矢
野
）
安
酒
（
江
田
島
）
駅
家
（
？
）
宗
 
 

山
（
中
野
）
の
十
一
郷
で
熊
野
の
名
ほ
出
て
こ
な
い
。
若
し
こ
れ
に
従
う
と
す
れ
ば
、
熊
野
の
起
源
ほ
案
外
に
新
し
い
の
で
あ
 
や
ま
 
 

る
。
そ
し
て
和
名
抄
以
後
黄
和
頃
ま
で
の
間
に
熊
野
は
開
発
せ
ら
れ
た
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
。
だ
が
問
題
は
こ
れ
で
お
さ
 
 

ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
隣
接
の
矢
野
は
勿
論
、
黒
瀬
、
熊
野
跡
、
八
本
松
等
に
は
す
ぺ
て
古
代
文
化
の
跡
が
見
ら
れ
る
の
に
対
 
 

し
、
独
り
熊
野
だ
け
が
空
自
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
◇
熊
野
に
は
こ
う
し
た
ま
と
ま
つ
た
追
撃
」
そ
見
え
な
い
が
 
 

数
年
前
呉
地
区
の
大
池
工
事
の
地
か
ら
石
斧
様
の
も
の
が
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
べ
て
将
来
の
課
題
で
あ
る
が
、
熊
野
と
 
 

い
う
名
称
は
熊
野
の
開
発
を
物
語
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
古
代
に
お
け
る
存
在
は
一
応
信
じ
て
よ
い
よ
う
で
あ
り
、
系
統
と
し
 
 

て
ほ
た
と
え
紀
州
と
密
接
な
関
係
（
神
社
、
地
名
等
）
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
出
雲
意
宇
郡
か
ら
南
下
し
た
熊
野
神
社
の
系
統
 
 

で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論
空
応
下
し
た
い
と
思
う
。
な
お
江
戸
時
代
に
至
っ
て
熊
野
、
川
角
、
平
谷
、
押
込
、
苗
代
、
栃
原
、
 
 

焼
山
村
を
熊
野
七
郷
と
呼
ん
だ
が
、
‥
」
れ
ほ
何
も
行
政
組
織
を
示
す
も
の
で
ほ
な
く
、
地
形
上
共
に
高
原
の
盆
地
帯
に
あ
る
こ
 
 

と
と
、
熊
野
の
面
積
、
村
高
等
が
他
の
村
よ
り
大
き
か
つ
た
理
由
に
も
と
づ
く
便
宜
上
の
名
称
で
あ
つ
た
と
思
う
。
 
 
 

次
に
熊
野
町
を
人
口
、
面
積
、
職
業
、
予
算
別
分
類
等
の
数
字
を
も
つ
て
概
観
し
た
い
と
思
う
。
 
 

昭〝大明文   

年  和  正治化  
五四九一＝二  

西  
九九九八八   
≡＝：＝．八一   
暦      ○五○入五  

戸  

四五   
数        ≡E：二  

男  
人  

女  

ロ      ′ヽ′ヽ′ヽ／ヽ－】一 ヽ ヽ＼ヽ ヽ   

九八五五九  
一一 ⊂）ニ六   一四六二≡  

囲同国広芸   
（（勢島諸   

備  
≡二査史記   

‾■ る る  
回  
に   
よ   
る   
考  

〃 〃・ケ・ケ ク  

○五  

一
九
≡
五
 
 

一
九
四
〇
 
 

丸
田
七
 
 

九
五
〇
 
 

九
五
五
 
 

奥
 
地
 
 

出
来
庭
 
 

中
 
滞
 
 

萩
 
原
 
 

域
之
頻
 
 

初
 
神
 
 

新
 
宮
 
 

川
 
角
 
 

平
 
谷
 
 
 

計
 
 

戸
 
数
 
及
 
人
 
口
 
調
 
 

二
、
一
二
五
 
 

〓
、
一
五
九
 
 
 

一
七
入
 
 
 

≡
〇
五
 
 
 

六
〇
〇
 
 
 

喜
八
七
 
 
 

二
七
二
 
 
 

一
一
三
 
 
 

二
〇
四
 
 

六
五
 
 

五
九
 
 

二
、
一
入
三
 
 四

、
四
五
六
 
 

四
、
五
六
一
 
 
 

≡
七
九
 
 
 

六
一
九
 
 

一
、
二
〓
七
 
 
 

入
三
〇
 
 
 

六
二
二
 
 
 

二
七
二
 
 
 

巳
」
「
二
 
 
 

一
五
四
 
 
 

一
五
五
 
 

四
、
七
一
一
 
 

四
、
八
≡
五
 
 

四
、
九
一
入
 
 
 

四
二
二
 
 
 

大
七
一
 
 

一
、
≡
五
三
 
 
 

八
七
三
 
 
 

六
一
日
 
 
 

二
八
〓
 
 
 

四
九
四
 
 七

、
五
一
〇
 
 

七
、
七
四
四
 
 

九
、
≡
五
五
 
 

九
、
二
九
一
 
 

九
、
四
七
九
 
 
 

八
〇
一
 
 

一
、
ニ
九
〇
 
 

二
、
五
入
〇
 
 

一
、
七
〇
三
 
 

一
、
二
二
七
 
 
 

五
五
四
 
 
 

九
五
大
 
 
 

≡
≡
二
 
 
 

二
九
大
 
 

九
、
七
≡
○
 
 

サ単生運採農阪事菅野   
職  

計  
別 男  

女 別  
挟   撃漬  
摂   似  

十  

開  業  
：工  

業   
才  
以  
上  
成  

五  一六  業  
数  

八八二一四四八五一二  
昭  
∃王  

九   ○一  女   

七  六○八一l六一四t二  
（⊃   

国
勢
調
査
（
第
四
回
）
 
 

同
（
第
五
回
）
 
 

同
（
第
大
同
）
 
 

同
（
第
七
回
）
 
 

同
（
第
八
回
）
 
 

億
民
党
鈴
に
よ
る
 
 

世
帯
及
世
帯
人
数
 
 
 

（
昭
〓
革
二
〇
二
）
 
 

備考 招25・10．1施行の国勢調査の持  
異に依る   備考 昭お・10・1施行の国葬調査繹果を集めた  

昭25国勢調査報告第7巻（給顎府統計局   

（5）  

開）  

（4）  



そ家革飲寿残特一  職  

計  

売完業売品業業   粟  

商  

玉：  一  五一  五   店   
八  七大四八七一五  数  

常  
時  従   
業  

七  四一一＝≡  六   者   
七  ○二一○四？○  人   

月  
四  

問   

○  九   大二 二  堅 つⅥ   
九  五≡≡九二 五  暫  
七入○≡七  四  千   

九  三八一九五？三  円   

林 山畑   田   区  分   

“ 
室＝  之   来  

落  

二  反  

四二八⊂）八五五二一九  
別  職  

‰瞳   
）山昌  一○八一一＝二＝二一一   

収  
併七  
LU三≡  

ヽ笑   
実  

石 
山  四：亙五＝二四五九二一大  高   六三≡六九五一九入七八石   

在同 役   に昭蟄   
看l場   出  
準   十   

／ヽ  一策．話  

年額   
壁露   
の房   併  

表在   て1三     ‾一■  ●    （⊃ 一    。 重民   字   

指 数  額予 算  区 分  
ノ1－  

田  豆 明  蕾  

田    竺  竺  

≡  交  六  

九  四   
九  妄  ○ 治  

四  
五  田      空  

蒜  ′ヽ 大  

ノヽ  ○   九  ‾   
一 三E   

盃  芸  匹1  

完 さ   

書 璧  

盃   
ノし  

十し     云    七  

一七；  

－1∋  

よ  

和   
田   
三  九  

国    完  
九  

備
考
一
、
溢
位
予
算
塀
は
円
 
 

二
、
歳
入
、
歳
出
共
に
予
算
額
は
同
一
で
あ
る
の
で
表
一
前
の
金
額
ほ
そ
の
何
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
 
 

≡
、
昭
和
二
十
六
年
以
後
の
増
幅
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
役
場
墾
、
教
育
史
、
土
木
費
、
社
会
及
労
彷
施
設
費
等
の
歳
出
増
加
の
反
面
、
イ
ン
フ
レ
経
済
 
 

下
の
貨
幣
価
値
下
落
も
ひ
び
い
て
い
る
 
 
 

熊
野
町
商
店
数
調
（
昭
≡
．
七
二
）
 
 

田
畑
・
山
林
の
 
面
積
 
 

予
 
算
（
蔵
人
・
歳
出
）
 
の
 
足
 
ど
 
 

昭
和
三
十
年
農
産
物
生
産
高
 
 備考 通産省所轄商店統計調査の  

終果を集計した「昭和31年  
商業統計調査繹異義（広島  
1恩給讃部統計課）」に依る  

事
業
所
及
従
業
者
数
 
 
 
 
（
昭
三
〇
ユ
ニ
ユ
ニ
一
）
 
 

農
業
経
営
の
規
模
 
 

備考 昭和31年坂広島農林水産統計年誘に  
よる  

備考 昭和30年工業統計調査陪乗表  
（県政務部統計課編）に依る  

備考 農林省企理事簸新調昭和0・10・20現在  
の数字による  

（6）  



な
お
毛
筆
関
係
の
実
態
に
つ
い
て
ほ
後
に
述
べ
よ
う
と
思
う
。
 
 

熊
野
町
の
各
種
官
公
街
、
諸
団
体
そ
の
他
公
衆
設
備
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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共
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組
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農
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省
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頭
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所
 
 

信
 
用
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合
 
 

商
 
工
 
会
 
 

毛
筆
事
業
協
同
組
合
 
 

公
 
会
 
堂
 
 

病
 
 
院
 
 

劇
 
 
場
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